
ガス系消火設備等の容器弁の安全性点検に係るご提案書

１．容器弁の安全性点検の対象と点検項目

従来の点検方法ではガス系消火設備等に用いる容器弁の経
年劣化の状況が把握できないことから、経年劣化や腐食によ
る誤放出や不作動のおそれがあります。
消防予第132号（平成21年）にて、ガス系消火設備等の点

検要領が改正され点検方法が明確になりました。
また、消防庁告示第19号（平成25年）にて点検基準が改

正され、容器弁の安全性に係る点検期間の見直しが図られ、
法的強制力が強化されることとなりました。

貯蔵容器

容器弁とは貯蔵容器等の先端部に取付
けられているバルブ部分です。

（１） 点検対象となる設備
・不活性ガス消火設備
・ハロゲン化物消火設備
・粉末消火設備
・パッケージ型消火設備
・パッケージ型自動消火設備

（２）点検対象となる容器
・貯蔵容器
・加圧用ガス容器
・起動用ガス容器

容器弁
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起動用ガス容器

＜容器弁の点検項目＞
・外観点検
・構造、形状、寸法点検
・耐圧点検
・気密点検
・安全装置等作動点検
・表示点検



２．点検基準、点検要領改正の経緯
項目 点検要領

改正前
点検要領改正
（平成２１年）

点検基準改正
（平成２５年）

「容器弁の
安全性」
点検期間

設置後、
10年を経
過した容器
弁は、15
年までに再
検査を行う。

設置後又は点
検後、15年を
経過した容器
弁は、20年ま
でに点検を行
う。

設置後又は点検後、
二酸化炭素貯蔵容器の容器弁

:25年まで
それ以外 :30年まで
に点検を行う。

ご説明

具体的な点
検方法が定
められてい
ませんでし
た。

具体的な点検
方法が定めら
れ、実施され
るようになっ
てきました。

点検実施率の向上や備蓄消
火剤確保等の目的から、点
検期間の見直しが図られる
一方、消防庁告示による点
検基準改正により法的強制
力が強化されました。

※点検基準は点検実施義務や維持管理義務があるため、実施を怠ると罰
則の対象となります。
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消火剤貯蔵容器の交換推奨年
数が18～20年程度であること
を踏まえ、設置後15年を過ぎ
た頃から、順次点検を始めるな
ど、点検基準の年限内に全数完
了するよう計画的に実施するこ
とをご推奨します。

【経過措置】
二酸化炭素貯蔵容器
昭和52年3月31日以前に設置された容器弁

:2016（平成28）年3月31日まで
昭和52年4月1日～平成5年3月31日に設置された容器弁

:2018（平成30）年3月31日まで
それ以外
昭和63年3月31日以前に設置された容器弁

:2018（平成30）年3月31日まで

設備使用年数

初期故障期間 偶発故障期間

故
障

発
生
率

摩耗故障期間

25～30年:平成25年に改正された点検期間
18～20年:（一社）日本消火装置工業会の交換推奨年数

15年過ぎ
点検計画

故障率曲線
（バスタブ曲線）



３．「容器弁の安全性」に関する対応方法の流れ
「容器弁の安全性」の機器点検は現地での実施が困難です。対応方法と

して、以下の３通りがあります。

（Ａ）貯蔵容器（ボンベ）ごと、新品に交換する
（Ｂ）代替容器を設置し製造工場にて容器弁交換終了後現地へ復旧する
（Ｃ）代替容器を設置し、製造工場にて容器弁点検し、現地へ復旧する
【補足】 （Ｃ）にて、容器弁点検を実施し、点検結果が「否」と判断

された場合、容器弁交換が必要となります。

【対応方法フロー図】

（Ｂ）容器弁交換（Ａ） ボンベ新品交換

容器弁を点検後、
「再」シールを貼付

容器弁を新規交換後、
「新」シールを貼付

【お客様】

【お客様】

貯蔵容器貯蔵容器

新規貯蔵容器

貯蔵容器

貯蔵容器

【製造工場へ運搬】

貯蔵容器または新規貯蔵容器

貯蔵容器の撤去

新規貯蔵容器を設置

代替貯蔵容器の回収

貯蔵容器の設置

※こ注意事項
次回の点検は、点検完了後、
２５年後または３０年後まで
に実施する必要があります。

消火剤貯蔵容器の交換推奨
年数である１８～２０年を
経過した容器は交換をご推
奨致します。（一社）日本
消火装置工業会発行「消火
設備の維持管理に関するご
提案」より）

貯蔵容器の回収

代替貯蔵容器の設置

代替貯蔵容器

（Ｃ）容器弁点検

【現地へ運搬】

【貯蔵容器ごと新品交換】
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４． 「容器弁の安全性」のご推奨する対応方法について

５．おわりに
この度は、ご提案の機会を頂き誠にありがとうございました。
弊社にて施工した物件または点検契約している物件は、弊社担当者

へお問い合わせ下さい。また、本点検の実施についてご検討のほど、
よろしくお願い申し上げます。

費 用

各対応方法の特徴は、下表の通りです。
（Ａ）ボンベ新品交換は、交換作業の回数が少なく、労務費が削減さ
れ費用面で有利になるとともに、交換推奨年数が延びるため、最もご
推奨致します。

「容器弁の安全性」 対応方法別比較表（参考例）

【補足】
容器弁交換の必要性、消火剤貯蔵容器の本数、物件の所在地（運賃）、
搬出・搬入経路等によって、費用が異なります。

交換推奨
年 数 △

交換推奨年数を
越えて、再利用
することになり
ます。

○◎ご使用できる
年数が延びま
す。

総合評価 △○◎ 費用が少なく、
経年劣化の懸念
がなくなります。

交換推奨年数を
越えるため、ご
推奨致しかねま
す。

（Ａ）
ボンベ新品交換

（Ｂ）
容器弁交換

（Ｃ）
容器弁点検

○
交換作業の回
数が少なく済
みます。

材料費は安く済み
ますが、２回以上
の交換作業が必要
となります。

○
貯蔵容器は交換推
奨年数を過ぎるも
のの、ご使用でき
る年数が延びます。

容器弁単体の経
年劣化の懸念が
なくなります。

△
容器弁点検費用が
発生するうえ、２
回以上の交換作業
が必要となります。

お問い合わせは最寄の支店・支社・営業所
までお願い致します。
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